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となり、前年同期比9.9%増収の7,807億円を達成し、2期連

続で過去最高となりました。また、営業利益は、飲料事業の増

収効果や効率化の推進を中心に、全事業で増益となり、トータ

ルでは、同12.6%増益の369億円となりました。

　さらに、海外への展開としては、3月にタイにおいて『カルピ

ス』ブランドの製造・マーケティングを行う合弁会社を設立し、

インドネシアではPepsiCo, Inc.の同エリアでのボトラーの買

収を進めるなど、東南アジアにおける事業基盤の強化に取り

組みました。

　また、資本効率の向上においては、2月から3月にかけて約

300億円の自社株買いを実施し、配当性向を約30%に引き上

げるなど、株主還元の充実に努め、「企業価値の向上」を推進し

ております。

　今後もアサヒグループは、さらなる「企業価値の向上」に重

点を置いた経営を推進することで、日本はもとより、世界で信

頼される企業グループを目指してまいります。株主の皆様に

おかれましては、成長を続けるアサヒグループに、より一層の

ご指導、ご支援を賜りますようお願い申しあげます。

　平素はアサヒグループへの格別のご支援、お引き

立てを賜り厚く御礼申しあげます。

　アサヒグループは、本年より、「食の感動（おいしさ・

喜び・新しさ）を通じて世界で信頼される企業グルー

プを目指す」ことを掲げた『長期ビジョン2020』と、そ

の実現に向けた実行計画である『中期経営計画2015』

を通じて、「企業価値の向上」を目指した取組みを開始

しております。

　その初年度となる本年は、『中期経営計画2015』で

掲げている“バリュー＆ネットワーク経営”にもとづ

いて、各事業の収益性の向上と株主還元の充実など

による資本効率の向上に努めております。

　各事業の収益性の向上においては、強みである『ア

サヒスーパードライ』『三ツ矢サイダー』や『カルピス』

などの主力ブランドの価値向上に取り組んだことに

加え、「技術」「コスト競争力」などの一層の強化に注力

いたしました。その結果、上半期の売上高は、カルピ

ス（株）の業績が上乗せになった飲料事業や円安の追

い風のあった国際事業を中心として、全事業で増収

連結業績 上半期 通期（2013年度の通期数値は目標）
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代表取締役社長

泉谷 直木
代表取締役会長

荻田 伍
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　食品事業では、アサヒフードアンドヘルスケア（株）

において、『カルピス』ブランドとの提携商品が好調に

推移したことや、天野実業（株）における流通販売事業

の拡大に加えて、和光堂（株）は、ベビーフードや高齢

者向け市場でのブランド構築を目指したマーケティ

ング投資を拡大しました。

　国際事業では、オセアニア事業において、主力ブラ

ンドの育成や成長分野におけるブランド育成に加え、

事業会社間のコストシナジーの創出などを推進しま

した。また、中国での『アサヒ』ブランドの売上拡大に

加えて、東南アジアでは、マレーシアのPermanis Sdn.

Bhd.における主力ブランドの強化やインドネシアに

おける飲料事業の事業基盤の強化に努めました（詳

細はP14をご参照ください。）。

　『中期経営計画2015』の初年度である本年は、“バ

リュー＆ネットワーク経営”にもとづいて、引き続き

各事業における主力商品のブランド強化に経営資源

　酒類事業では、アサヒビール（株）が、2月に“エクストラコー

ルド”の小型サーバーを導入し、取扱店数の拡大を図るなど、

大小さまざまなイノベーションに取り組んだほか、ギフト専用

で発売した『アサヒスーパードライ ドライプレミアム セット』

を通じて、『アサヒスーパードライ』のブランド資産の最大化に

努めました。

　また、新ジャンル『クリアアサヒ』初の派生商品である『クリ

アアサヒ プライムリッチ』の売上が好調に推移し、当初の販売

目標を上方修正するなど、ビール類合計では、前年同期を上回

る実績となりました。

　飲料事業では、アサヒ飲料（株）が基幹ブランド『三ツ矢』『ワ

ンダ』『アサヒ十六茶』に加え、『アサヒおいしい水』『ウィルキン

ソン』などに経営資源を集中し、ブランドの強化・育成を図る

とともに、広告販促費など固定費全般の効率化にも取り組み

ました。また、カルピス（株）では、主力商品である『カルピス

ウォーター』『カルピスソーダ』をリニューアルし、『カルピス』

ブランドの市場における存在感を高めるとともに、グループ

各社との協業による収益性の向上に努めました。

通期の業績見通しを
お聞かせください。Q

代表取締役社長

各事業の成長と資本効率の向上を両立しながら、
中期経営計画の目標達成を目指します。
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Question ＆ Answer

この上半期における各事業の主な取組みを
お聞かせください。Q



を集中するとともに、コスト競争力を強化することに

より、グループ全体の収益性の向上に取り組んでい

ます。

　売上高では、各社の主力ブランドの増収に加えて、

カルピス（株）の連結効果や円安効果を含む国際事業

の増収などにより、連結トータルでは、前期比9.1%

増収の1兆7,230億円を目指します。

　営業利益については、各事業の増収効果や収益構

造改革に加えて、グループ間の連携強化によるコス

トシナジーの創出などにより、同8.8%増益の1,180

億円を目指します。また、M&Aによる一過性の費用

がなくなり特別損益が改善することなどから、当期純

利益では、同14.5%増益の655億円を達成し、13期

連続の最高益の更新を目指します。

　飲料事業の成長基盤を一層強化していくために、9

月にカルピス（株）の営業部門とそれに付随する機能

をアサヒ飲料（株）に移管統合します。今後は、それぞ

れの“強み”を融合させることにより、売上面の成長に加えて、

生産や物流面においても、コストシナジーを一層高める取組

みを推進していく方針です。

　また、「社会的価値の向上」においては、「食と健康」「環境」「人

と社会」の3つの領域において、重点テーマを定めて取組みを

強化しています（詳細はP6～7をご参照ください。）。本年は、

「食料・エネルギー問題の解決に向けた活動」において、バイ

オエタノールの研究が「地球環境大賞」を受賞するなど、高い

評価をいただくことができました。今後も株主様をはじめ、す

べてのステークホルダーの皆様の満足度を高めていけるよう

に、事業活動を通じて社会的課題の解決に貢献していきます。

　アサヒグループは、『中期経営計画2015』において、各事業

の収益性の向上と株主還元の充実による資本効率の向上に注

力しています。この計画の達成を確実にするためには、まずは

初年度の計画を着実に達成することが重要であると考えてい

ます。本年上半期は、ほぼ計画どおりに進捗しており、今後も

引き続き、各事業の成長と資本効率の向上を両立しながら、目

標の達成を目指していきます。株主の皆様におかれ

ましては、成長を続けるアサヒグループに今後とも

より一層のご支援をよろしくお願いいたします。

体質強化やCSRに関する取組みを
お聞かせください。Q
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最後に株主の皆様へのメッセージを
お願いします。Q



組織統治

法令遵守 コンプライアンス 説明責任 公正さ／公平／透明性

アサヒグループにおける
2020年の達成イメージ

3つの活動領域における社会的課題
解決のために社会になくてはならな
い企業になっている。

環境保全においては、国内にとどま
らず、国際的に先進企業として認知
されている。

人々の健康で豊かな生活のために必
要とされる企業グループとして社会
から評価され、信頼を獲得している。

CSR  
Act iv i t ie s

アサヒグループは、持続可能な社会の発展に貢献するために何ができるかを、私たちを取り巻くすべての人々と
ともに考え、本業を通じてCSRに取り組んでいます。2013年には従来のCSR重点テーマを見直し、「食と健康」
「環境」「人と社会」の3つの領域で新たな重点テーマを抽出して活動を推進しています。
「CSR Activities」では、こうした活動の具体事例を紹介していきます。

アサヒグループの主なステークホルダー CSRの活動領域と重点テーマ

活動領域 重点テーマ

従業員

笑顔と感動をすべての人々に

アルコール関連問題への対応
「食の安全・安心」への貢献
健全な食文化・酒文化の伝承

低炭素社会の構築への貢献
循環型社会の構築への貢献
生物多様性の保全への貢献

人間性の尊重
安全で豊かな社会の実現への貢献
持続可能な水資源への貢献

食と健康

すべての人々の心身の健康

自然の恵みを明日へ

人と社会

環境 低

人

循

安

健

生

持

従
従業員が活き活きと働き、能力を伸ばしていける環境づく
りに努めています。

消費者の皆様との対話に努め、商品・サービスに反映する
とともに、適切な情報を積極的に提供しています。

地域社会の一員として、地域の発展に貢献できるよう、積極
的なコミュニケーションと地域活動への参画に努めています。

諸法令・規則にもとづく情報開示にとどまらず、必要と判断
した情報については、自主的かつ公正に開示しています。

お取引先の皆様とともに社会的責任に対する取組みを進
めるため、情報共有や啓発活動に努めています。

消費者

地域社会

株主・投資家

取引先

株主
・

投資家

取引先
地域社会

消費者従業員

社会的価値の創造

社会からの期待への対応

企業としての土台

アサヒグループ

地球環境

社会

コミュニケーション
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適正飲酒の推進に
向けた活動

東日本大震災
被災地の復興支援

食料・エネルギー問題
の解決に向けた活動

アルコール飲料は人々の生活や人間関係に潤いを
与える一方、不適切に飲用すれば心身の健康を脅か
しかねません。アサヒグループは、酒類事業者とし
てそのことをしっかりと認識し、「アルコール関連問
題への対応」を重点テーマの一つに定め、適正飲酒
の啓発に取り組んでいます。

東日本大震災から3年目を迎え、アサヒグループで
は、継続的な支援活動に取り組んでいます。活動エ
リアは被災地の広範囲に及びますが、今回は2013
年上期の宮城県東松島市での活動をご紹介します。

アサヒグループは、「自然の恵みを明日へ」を環境経
営の理念に掲げ、食料・エネルギー問題に正面から
取り組んでいます。

アルコール関連問題の背景を探る共同研究
独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センターと
ともに、アルコール依存
症など不適切な飲酒を
行ってしまう人がその背
景に何を持つかを明らか
にするため、2006年か
ら300名を超える若者男
女を対象とした調査に取
り組んでいます。

WEBサイト「人とお酒のイイ関係」による
情報発信
楽しく健康な毎日を送るためのお酒との上手なつき
合い方を、さまざまな学術研究とともにわかりやす
く解説し、継続
的な情報発信を
通して、適正飲
酒の啓発に努め
ています。

10年後を思い描くウイスキーづくり
今年6月、ニッカウヰスキー仙台工場（宮城峡蒸溜所）
で、東松島市在住の方を対象に『東松島マイウイス
キー塾』を開催しました。
ウイスキーが完成する10
年後の未来に思いを馳せな
がら、ウイスキーづくりを
体験していただきました。

「森の学校」づくりを提案
2012年から東松島市「森の学校プロジェクト」推進
委員会に参加しており、
今年7月には、数年先に開
校予定の「森の学校」の通
学路となる場所にツリー
ハウスが完成しました。

東松島市の復興に向けた社員の活躍
復興住宅の整備や集団移転が本格化し、人材不足が
懸念される自治体に民間人を派遣
する復興庁の取組みを通じて、今年
4月から復興活動に意欲のあるア
サヒビール（株）の社員が、東松島市
の復興に従事しています。

バイオエタノールの「逆転生産プロセス」が
「地球環境大賞」を受賞
アサヒグループホー
ルディングス（株）は
今年2月、食料とエネ
ルギーの同時増産を
可能にする画期的な
技術「逆転生産プロセ
ス」の開発について評
価いただき、第22回「地球環境大賞※」（フジサンケイ
グループ主催）を受賞しました。地球温暖化により
再生可能エネルギーが注目を集める一方、地球規模
で食料、エネルギー需給がひっ迫するなか、サトウ
キビによる砂糖とエタノールの生産性を最大化する
「逆転生産プロセス」は、環境性と経済性の両面で高
い効果を発揮できる世界初の技術で、農研機構九州
沖縄農業研究センターと共同で開発しました。今後
は2015年の実用化を目指し、さらに技術的な検証
を重ね、持続可能な社会の構築に貢献していきます。

※ 地球環境大賞
持続可能な社会の実現に寄与する
新技術・新製品の開発、環境保全活
動・事業の促進、地球環境保全に対
する意識の一段の向上を目的とし、
1992年に創設された顕彰制度。

活動領域

「食と健康」
における取組み

活動領域

「人と社会」
における取組み

活動領域

「環境」
における取組み
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クオリティアップ
2013年9月上旬
製造分から
（順次切替）

●  深みのあるコク、芳醇な味わいが特長の新ジャンル

●  秋だけの限定醸造※1

●  「煎りたて国産麦芽」※2一部使用

●  「紅葉の景色」をモチーフとした
上質感あるパッケージ

●  ドライなノドごしクリアな後味の
ノンアルコールビールテイスト清涼飲料

●  クリーミーな泡で泡持ちアップを実現
●  おいしさそのままにカロリー※・糖質ゼロ※の
付加価値アップを実現

P O I N T

P O I N T

アサヒビール（株）

リキュール（発泡性）①

ビールテイスト清涼飲料

アサヒ
秋宵（あきよい）

アサヒドライゼロ

缶350mℓ、缶500mℓ／
オープン価格

缶350mℓ、缶500mℓ、小びん334mℓ／
オープン価格

発 売 中
2013年8月20日～

新商品開発

秋ならではの情緒的な季節感を楽し
んでいただきたいと思い開発いたし
ました。「煎りたて国産麦芽」を一部
使用。香り高く芳醇な味わいを実現
しております。「京都の秋」をイメー
ジした上質感あるパッケージととも
に、2013年の秋をじっくりとお楽し
みください。

マーケティング
第一部

佐藤 ちあき

担当者からひとこと

アサヒ秋宵（あきよい）
2013年10月1日～発売予定

2013年9月10日～発売予定

アサヒ冬の贈り物

アサヒハイリキ ザ・スペシャル
ブラジリアンオレンジ

缶350mℓ、缶500mℓ／オープン価格

缶350mℓ、缶500mℓ／オープン価格

リキュール（発泡性）①

リキュール（発泡性）①

●  上質なコクと華やかな香りが特長の
冬季限定新ジャンル

●  冬の情緒と豊かな味わいを表現したパッケージ

●  ウオッカベースで力強い飲みごたえの
チューハイ・カクテル

●  3つの果汁を加えた、甘酸っぱくさっぱりした味わい

P O I N T

P O I N T

2013年9月3日～発売予定

アサヒゼロカク
ファジーネーブルテイスト

缶350mℓ／オープン価格

カクテルテイスト清涼飲料

●  本格的なカクテルの風味が楽しめる
清涼飲料

●  ピーチとオレンジがマッチしたフルーティーな新フレーバー

P O I N T

※1 原料となる発泡酒を醸造しています。
※2 国内で焙煎（ロースト）し、加工後一定期間内で使用する濃色麦芽。焙煎

によって生成する香気成分が通常の麦芽よりも多く、長期保存による劣
化が少ないため、「フレッシュなロースト香」が特長です。

※ 栄養表示基準にもとづき、糖質0.5g（100mℓ当たり）未満を糖質0（ゼロ）、
エネルギー5kcal（100mℓ当たり）未満をカロリーゼロとしています。
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●  新ジャンル『ブラックグレープ炭酸』登場
これまでのグレープ炭酸のイメージとは一線を画す、刺激的な味わ
いが特長の大人向けのグレープ炭酸です。

●  グレープ＆独自の
スパイシーフレーバー
ほどよい甘さのなかに感じるほろ苦いスパイス※の刺激がアクセン
ト。クセになる複雑な味わいに仕上げました。
※ イギリスでポピュラーなDandelion（たんぽぽ）&Burdock（ごぼう）の
根っこから抽出したエキスなどをベースに使用。

●  強めの炭酸。独特な液色
強めの炭酸と深みのある独特な液色が、刺激的な味わいを一層ひきたて
ます。

●  3月に誕生した新ブランド
『カルピス®フルーツパーラー』
『カルピス』と厳選フルーツの組み合わせにひと工夫することで、カ
フェで味わうような特別なおいしさを提供します。

●  第3弾は『カルピス』との組み合わせで
人気の“ぶどう”
『カルピス』にコク深い赤ぶどうと香り高い白ぶどうの果汁を組み合
わせることで、芳醇で甘ずっぱい味わいを実現しました。

●  厳選した完熟ぶどう果汁を使用
完熟したぶどう果汁をバランス良く使用しており、ぶどうの味や香り
がしっかりと感じられます。

●  マンゴーも人気
3月に発売した『「カルピス®フルーツパーラー」レモンを搾った完熟
マンゴー』も好評です。

P O I N T

P O I N T

炭酸飲料 乳性果汁飲料

スパイラル
グレープ

カルピス®
フルーツパーラー
コクと香りの
完熟ぶどう

PET470mℓ／140円
ボトル缶300mℓ／115円

500mℓ／147円（税込）
発 売 中
2013年6月11日～

発 売 中
2013年8月19日～

アサヒ飲料（株） カルピス（株）

※ 特別な表示がない限り、表示されている価格は希望小売価格（消費税別）です。

2013年9月10日～発売予定

2013年7月30日～発 売 中

三ツ矢サイダー プラス

ウィルキンソン ミキシングオレンジ

PET350mℓ／143円

PET500mℓ／140円

炭酸飲料

炭酸飲料

●  『三ツ矢サイダー』から初の
特定保健用食品

●  食後の血糖値の上昇を抑える

●  『ウィルキンソン ミキシング』
シリーズ新商品第二弾

●  新オレンジ炭酸、新進気鋭の
若手バーテンダー監修

P O I N T

P O I N T

『スパイラルグレープ』は新しい
「価値」をつくり出すことにチャレ
ンジした商品です。イギリスでは
ポピュラーな味わいをヒントに独
自につくり上げた、今までにない
刺激的なグレープ炭酸をぜひお楽
しみください！

マーケティング本部
マーケティング第一部

小林 芳之

担当者からひとこと

スパイラルグレープ
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新商品開発

※ 『味わいカルピス』はカルピス（株）の登録商標です。

●  濃いめに仕上げた『味わいカルピス』シリーズ
『カルピスウォーター』の約1．6倍の濃さにより、まろやかで充実し
た味わいがたっぷり楽しめます。

●  ミルクオリゴ糖を加え、毎日の健康をサポート

●  一人でも、家族でも楽しめる容器展開

P O I N T

清涼飲料（チルド）

味わいカルピス

● 好調の『カルピスソーダ』
今年で発売40周年を迎える『カルピスソーダ』の販売数量は、1～6
月で前年比120％と大変好調に推移しています。

●   果汁は巨峰のみを使用、大人世代にも満足の味わい
糖度が高く上品な香りから“ぶどうの王様”と呼ばれる巨峰果汁を使
用した、季節感のある味わいです。

●  『ウェルチ  スパークリング
マスカット』をリニューアル
大人世代に人気を博している『ウェルチ』の果汁炭酸を7月29日か
らリニューアルしました。

●   マスカット・オブ・アレキサンドリアを使用
上品な甘さと高貴な香りを持つマスカットの果汁を使用した、本格
的なおいしさの果汁炭酸飲料です。

P O I N T

P O I N T

乳性炭酸飲料

果汁炭酸飲料

カルピスソーダ
巨峰

ウェルチ
スパークリング
マスカット

500mℓ／147円（税込）

450mℓ／147円（税込）

発売予定 2013年8月26日～

発 売 中 2013年7月29日～

2013年9月3日～発売予定

2013年9月3日～発売予定
さわやか果物 つがるりんご水

大人の紅茶カロリーゼロ
ラ・フランスティー

1,000mℓ／120円

1,000mℓ／120円

清涼飲料水

紅茶飲料

（株）エルビー

1,000mℓ／141円

発 売 中

2013年9月3日～発売予定

500mℓ／105円

まろやかで充実した飲みごたえが楽
しめる、チルドならではのおいしさで
す。「しっかり味わえる」「ほどよい濃
さとやさしい甘さのバランスが抜群
でおいしい」と、お客様からご好評い
ただいています。 商品開発部  吉原 紀江

担当者からひとこと

「味わいカルピス」

●  ごくごく飲めるさわやかさ
青森県産りんごのフルーティーな果汁感と華やか
な香りがお楽しみいただけます。

●  着色料・保存料は無添加
着色料・保存料は無添加で仕上げました。

●  ほどよい甘みのフルーツティー
紅茶と山形県産ラ・フランス果汁をブレンドした風
味豊かなフルーツティーです。

●  カロリーゼロを感じさせない味わい深さ
酵母エキスを配合することで、カロリーゼロを感じ
させない、味わい深い商品設計となっています。

P O I N T

P O I N T
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スリムアップスリム
オフ会

和光堂（株）

●  食べる時に、噛む！
カリッと噛んで食べられる、新しいかたちのダイ
エットケアサプリメント。ジューシーなマンゴー味
です。

●  糖類OFF
甘いものや炭水化物が好き、でも糖類は気になる
という女性のために糖類OFFに仕上げました。

●  新素材　アフリカマンゴノキ配合
ダイエットが盛んなアメリカで話題の新素材「アフ
リカマンゴノキ」を配合しました。

●  手ごろな価格
1袋30回分入りで900円（税別）。試しやすく続け
やすい価格に設定しました。

P O I N T

ダイエットサポート食品

51g／900円

●  オムレツのレシピをヒントに
スペイン・フランス・イタリアのオムレツのレシ
ピをヒントに、たまごに合う味と具材でつくっ
た洋風創作たまごスープです。

●  洋食にピッタリ
和風や中華風のたまごスープが多いなか、洋
風のひと味違ったたまごスープをご提案しま
す。パンやパスタと一緒にどうぞ。

●  大きな具材を実感
5種の彩りの良い具材が入っており、フリーズ
ドライ製法ならではの素材の色や食感が楽し
めます。

●  化学調味料無添加
1食当たりのカロリーは47kcalで、化学調味
料無添加です。

●  爽快スイートミント
甘みと華やかさのあるカシスの香り、ミン
トの爽快感がマッチした、食べやすく後味
スッキリのおいしさです。

●  スタイリッシュなデザイン
スタイリッシュなピンクと白色で、カシス風
味とミントの爽快感を表現しました。

●  クリーム玄米ブランをもっと手軽に
より食べやすいひとくちサイズに仕上げま
した。

●  自然素材をスイーツ仕立てにした
贅沢な味わい
食物繊維が豊富な「小麦ブラン」と健康感
の高い「玄米」を、おいしく食べやすくした
クリームサンドです。

●  赤ちゃん用フルーツピューレ
月齢に合った大きさ・固さの角切りりんごと
数種類の裏ごし果物・果汁でつくりました。

●  外出にも便利なトレー入り
そのまま食べてもおいしく、離乳食のアレン
ジにも使えます。軽くて持ち運びに便利です。

●  バラエティ豊富なメニュー
独自のクリーミングパウダーを使用した、豊かなミルク
風味たっぷりの珈琲、紅茶、ココアの粉末飲料です。

●  アイス・ホットどちらでも
お湯か水に溶かすだけ。お子様から大人までご家族でお
楽しみいただけます。

P O I N T

P O I N T
P O I N T

P O I N T

フリーズドライ食品

「おうちで洋食屋さん 
たまごスープ」
シリーズ

1食/120円

発売予定 2013年9月4日～粉末飲料

「牛乳屋さん」シリーズ
（袋入り全6品、
5本入り箱全7品）

袋入り、5本入り箱／
オープン価格

「食べる温野菜スープ」
シリーズ

1食/190円

フリーズドライ食品

発売予定 2013年9月2日～

発売予定 2013年9月2日～

くだもの食べよっ！（7か月頃
から全3品、9か月頃から全3品）

2パック入り／オープン価格

ベビーフード

ミンティア カシスミント
7g ／100円

ミント系錠菓

バランスアップ
クリーム玄米ブラン
ミニ ショコラ
ミニ ダブル・ベリー

38g／想定価格120円

栄養調整食品

天野実業（株）アサヒフードアンドヘルスケア（株）

P O I N T P O I N T

2013年9月9日～
発売予定

2013年9月9日～
発売予定

2013年9月4日～
発売予定

2013年9月2日～発売予定

※ コンビニ、鉄道販売店限定
での販売となります。

※ 特別な表示がない限り、表示されている価格は希望小売価格（消費税別）です。
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ニッカがつくるウイスキーの種類

ニッカウヰスキー（株）
～余市蒸溜所編～

海と山に囲まれ朝夕は靄
もや

が立ちこめる余市の風景は、ウイ

スキーの本場スコットランドに良く似ています。豊かな自然

に恵まれているここ余市はウイスキーづくりに最適で、日

本ウイスキーの聖地といっても過言ではありません。また、

余市蒸溜所は年間26万人以上のお客様が見学に訪れる

場所で、異国情緒

を味わえる場内の

景観も楽しんでい

ただけます。

所 在 地 〒046-0003　北海道余市郡余市町黒川町7-6
敷地面積 132,000㎡
従業員数 26名（見学部門除く）

行ってみたくてもなかなか行けない生産工場について、生産者が
その特長などを案内するこのコーナー。5回目は、数々の国際的な
賞を受賞しているウイスキーメーカー「ニッカウヰスキー（株）」の北
海道工場（余市蒸溜所）を、工場長の杉本淳一が案内します。

ウイスキーには、大麦麦芽が原料のモルトウイスキーと穀

物が原料のグレーンウイスキーがあります。モルトウイス

キーは、蒸溜釜などの製造設備や樽の違い、タイプが異

なるモルト同士のブレンドによって種類をつくり分けるこ

とができます。余市蒸溜所では重厚で力強いハイランド

タイプのモルトウイスキーをつくっており、これにニッカウ

ヰスキーのもう一つの蒸溜所、宮城峡蒸溜所のやわらか

いローランドタイプのモルトウイスキーやグレーンウイス

キーをブレンドすることで、たくさんの種類のニッカ製品

が生み出されているのです。ニッカウヰスキーでは、創業

以来、お客様に喜んでいただくことにこだわり、最高の品

質のウイスキーをつくり続けています。

蒸溜所のある“余市”って
どんな所なの？

どんなウイスキーを
つくっているの？

YOICHI

スキージャンプの
船木選手や宇宙飛行士の
毛利さんの出身地です。

雪化粧の余市蒸溜所。
蒸溜所内の建造物9棟は、
国の登録有形文化財に認定

シングルカスク
1つの樽から抽出

ピュアモルト
複数の蒸溜所で
つくられた原酒を
ブレンド

グレーン
とうもろこしを主
原料に連続式蒸
溜機で蒸溜

シングルモルト
1つの蒸溜所でつ
くられたモルト原
酒をブレンド

ブレンデッド
モルト原酒とグ
レーンウイスキー
をブレンド

余市
蒸溜所 モルト樽

モルト樽

モルト樽

グレーン樽宮城峡
蒸溜所

シングルカスク余市

竹鶴ピュアモルト

シングルモルト余市

鶴17年

ニッカ
カフェグレーン

タイプが異なる宮城峡の
モルトと掛け合わせることで
豊富なラインアップに。

。
棟は、
に認定

余市町はスコットランドの
イースト・ダンバートンシャイア市

と姉妹都市なんです。
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おいしさの秘訣を体験

ニッカの
おいしさの秘訣は？

余市の自然環境が育む、良質で豊かな水を使用している

のが一つ。もう一つは、伝統的な製造設備や製法へのこだ

わりと、職人の技術の伝承です。アルコール精製度は多少

劣っても香りや味わいを生み出す旧式の蒸溜機を使用し

たり、手間や長年の経験を必要とし、今では世界でも稀な

製法となった「石炭直火蒸溜」を守り続けたりと、効率では

なくおいしさへのこだわりが、本格的な味や風味を実現し

ています。

毎年4月～11月にかけて年間13、4回実施している「余市
マイウイスキーづくり」。ウイスキーづくりの工程や基礎知
識を楽しみながら学べ、いくつかの作業も実際に体験でき
るイベントです。自分の名前をサインした樽に原酒を詰め、
参加していただいた証として10年後にボトリングしてプレ
ゼントしています。

1回20名の定員に対する当選倍率の平
均は10倍近く、人気を博しています。ま
た、全国から集まるウイスキー、ニッカ
好きの交流の場にもなっています。

余市マイウイスキーづくり

石炭直火の高い火力でもろみを少し焦がし、
香り高く力強い味を生み出す「石炭直火蒸溜」

本場に負けない「本物」の香りと
味わい、そして新たな風味を
追求し続けるブレンダー

求められた風味に仕上げるため、職人の熟練した
技と勘で一つひとつつくり出されるウイスキー樽

伝統の技を受け継いでいます
原酒製造や樽整備など先輩たちによる指導はもちろん、通

常のマニュアルに加えて作業のポイントを映
像化したマニュアルを利用しています。また、
他工場で数週間にわたって行う実技研修な

どにより、技能の伝承を図っています。

ニッカウヰスキー(株) 余市蒸溜所 
製造部　滝本 賢二

コラム

れた風味に仕上げるため 職人の熟練した
本場に負けな 「本物」の香りと

石炭直火の高い火力でもろみを少し焦がし

平平平平平
ままままままま
カカカ
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東南アジアにおける事業展開

タイ

マレーシア
インドインドネシアネシア

（株）エルビーでは大人の
嗜好にマッチする“おいし
さ”“品質の良さ”の提供を
目指し『カルピス』ブランド
を展開しています。

アサヒフードアン
ドヘルスケア（株）
は幅広い年齢層に
向けて、『カルピ
ス』ブランドを展開
しています。

アサヒビール（株）では業務用市場に
おける『カルピス』を活用した飲食店
への提案を強化しています。

アサヒフードアンドヘルスケア（株）

アサヒビール（株）（株）エルビー

スーパードライ ダブル
カルチャード

カルピス味わいカルピス
練乳仕立て

味わいカルピス

業務用展開しているビアカクテル『ダブルカル
チャード』

カルピス®グミ カルピス®×ミンティア

G r o u p  a p p r o a c h

カルピス
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アサヒグループは、東南アジアの事業基盤強化に取り
組んでいます。本年3月にはカルピス（株）が、タイで『カ
ルピス』ブランドの飲料製品の製造とマーケティングを
行う合弁会社「CALPIS OSOTSPA Co., Ltd.」を設立。
6月にはアサヒグループとインドネシアの大手食品企
業インドフードCBP社との合弁会社を通じて、ペプシコ
社のインドネシアボトラー「PT Pepsi-Cola Indobev-
erages」の株式を取得する売買契約を締結しました。
この結果、飲料市場の著しい成長が見込まれるタイ、イ
ンドネシアの両国で飲料事業基盤の強化を図ることが
できました。今後も、東南アジアでの新規事業の展開、
飲料事業の拡大に努めていきます。

東南アジアの事業基盤を強化し
事業のさらなる展開・拡大へ

グループシナジーを活かして
『カルピス』ブランド新商品を開発

カルピス（株）は「カラダにピース CALPIS」を
企業スローガンに、健康価値創造企業として
“おいしさ”と“健康”を徹底的に追求。同社が
製造する『カルピス』は、乳性飲料No.1ブラン
ドとなっています。
そんな『カルピス』ブランドの商品を多くのお
客様に提供するため、アサヒグループでは『カ
ルピス』とコラボレーションした新商品を開
発しています。
健康イメージが広く受け入れられている『カ
ルピス』のブランド力とアサヒグループの各
企業が培ってきた商品開発力・生産技術力・
物流ノウハウ・販売網を融合させた商品の
開発・製造・販売を行うことで、新たな価値
をもった『カルピス』ブランド商品を多くのお
客様にご提供できるものと考えています。
今後も、新しい“おいしさ”と“確かな品質”を
かね備えた『カルピス』ブランドの商品を展開
していくとともに、同社とグループ各社との
シナジーを創出していきます。

カルピス®
キャンディ

タイ
マレーシア
インドネシア

2013年3月 合弁会社「CALPIS OSOTSPA Co., Ltd.」を設立
2011年11月 「Permanis Sdn. Bhd.」をグループ化
2012年9月 合弁会社
 「PT Asahi Indofood Beverage Makmur」
 「PT Indofood Asahi Sukses Beverage」を設立
2013年6月 「PT Pepsi-Cola Indobeverages」の株式を取得す

る売買契約を締結



新規連結効果がある飲料事
業、円安が追い風となった国
際事業が大幅増収となった
ほか、主力ブランドの育成に
取り組んだ酒類事業、食品事
業も増収となりました。

0

5,000

10,000

20132012 （年度）2011

（億円）

6,5166,516

国際事業が減益となった
ものの、アサヒ飲料（株）が
効率化に努めたことやカ
ルピス（株）の新規連結に
よる上乗せなどにより、大
幅に増益となりました。 

0

100

200

300

400

20132012 （年度）2011

（億円）

円安による為替差益があっ
たものの、前期の特殊要因
である康師傅飲品社の「負
ののれん発生益」の反動によ
り営業外損失が悪化し、減益
となりました。

0
100
200
300

500
400

20132012 （年度）2011

412412

（億円）

昨年の康師傅飲品社及び
ペプシコ社との提携に伴
う持分変動利益の変動が
大きく、特別利益が悪化し
ました。

300

200

100

0

20132012 （年度）2011

（億円）

7,8077,807 369369
327327

154154347347 256256

364364

162162

7,1027,102

358358

が

が び

が

財務ハイライト（各年度：1月1日～6月30日）

売 上 高

（前年同期比 ＋704億円）

3.1%減

12.6%増

飲料事業、国際事業を中心に全事業で増収となりました。

営 業 利 益

9.9%増
（前年同期比 ＋41億円）

飲料事業の業績が好調に推移し、増益を確保しました。

経 常 利 益

（前年同期比 －11億円）

営業利益は増益になったものの、持分投資損益が減少したこ
とで減益となりました。

四 半 期 純 利 益

39.8%減
（前年同期比 －102億円）

昨年発生した持分変動利益の反動により、減益となりました。

セグメント情報 P16

貸借対照表 P19

損益計算書 P20

キャッシュ・フロー計算書 P20
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（億円） （億円）

20132012

売上高 営業利益

（年度）

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

500

400

300

200

100

0

405405

4,0964,0964,0754,075

404404

0.5%増売上高

0.2%増営業利益

前年同期比 
＋21億円

前年同期比
＋0億円

“エクストラコールド”の拡大展開に加え、6月
にギフト専用の『アサヒスーパードライ ドライプレミアム 
セット』を発売し、『アサヒスーパードライ』ブランドの強化
を図りました。

健康意識が高まるなか、“糖質ゼロ”発泡酒の
パイオニア『アサヒスタイルフリー』の売上が引き続き好
調に推移しました。

3月に発売した『クリアアサヒ』初のエクス
テンション商品『クリアアサヒ プライムリッチ』の売上が
好調に推移し、昨年実績を上回りました。

3月に『アサヒカクテルパートナー 
ディアピンク』『アサヒハイリキ ザ・スペシャル』を新発売
し、新規需要の拡大を図りました。

『ブラックニッカ リッチブレンド』の発売や、『ジャッ
ク ダニエル』で知られるブラウンフォーマン社製品の取
扱いをはじめたことにより、売上が拡大しました。

気軽に楽しめる味わいとペットボトルの利便性
を訴求した『リラ』の売上が引き続き好調に推移しました。

ビールテイスト清涼飲料
『アサヒドライゼロ』のクオリティアップや広告展開を実
施し、ブランド力の強化を図りました。

ビール

発泡酒

新ジャンル

低アルコール飲料

洋酒

ワイン

アルコールテイスト清涼飲料

酒類事業　主な事業会社：アサヒビール（株）

セグメント情報 （各年度：1月1日～6月30日）

売上高／営業利益

カテゴリー別前年同期比較（売上高で算出）

低アルコール
飲料

ワイン アルコールテイスト
清涼飲料

その他酒類
合計

洋酒焼酎

25

10

5

0

-5

-10

-15

3.8%
減

0.9%
増

2.9%
増

7.1%
増

26.5%
増

2.6%
増

（%）

12

8

4

0

-4

-8

-12
発泡酒 新ジャンルビール ビール類

合計

2.1%
減

0.3%
減

3.0%
増

6.5%
増

（%）
ビール類 その他酒類・アルコールテイスト清涼飲料
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セ グ メ ン ト 情 報

主力の『三ツ矢』『ワンダ』『アサヒ十六
茶』に加え、『アサヒおいしい水』『ウィルキンソン』などのロン
グセラーブランドの強化・育成に取り組みました。

3月に主力商品『カルピスウォーター』『カ
ルピスソーダ』をリニューアルし、4月に『カルピスオアシス』
を発売するなど、『カルピス』ブランドの強化に努めました。

3月にカルピス（株）との協業で発売した『味
わいカルピス』『「味わいカルピス」練乳仕立て』の売上が好調
に推移しました。また、量販店との取組みを強化しました。

アサヒ飲料（株）

カルピス（株）

（株）エルビー

（億円） （億円）

（年度）20132012

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

100

80

60

40

20

0

売上高 営業利益

2,1622,162
1,6521,652

1717 53

0.8%増売上高

営業利益

前年同期比 
＋4億円

前年同期比
＋4億円

ミント系錠菓『ミンティ
ア』や袋キャンディにおいて3月に『カルピス』ブランドとの提
携商品を発売し、好調に推移しました。

成長分野である高齢者向け事業において、レ
トルト介護食『食事は楽し』シリーズの新商品発売やリニュー
アルなどを実施しました。

3月から東京でアンテナショップ「アマノ フ
リーズドライステーション」を展開し、首都圏におけるアマノ
ブランドの認知度の向上に努めました。

アサヒフードアンドヘルスケア（株）

和光堂（株）

天野実業（株）

600

450

300

150

0

20

15

10

5

0

（億円）
売上高 営業利益

（億円）

（年度）20132012

500500496496

88
13

205.7%増

54.0%増

売上高／営業利益

売上高／営業利益

セグメント情報 （各年度：1月1日～6月30日）

飲料事業　主な事業会社：アサヒ飲料（株）、カルピス（株）、（株）エルビー

食品事業　主な事業会社：アサヒフードアンドヘルスケア（株）、和光堂（株）、天野実業（株）

30.9%増売上高

営業利益

前年同期比 
＋510億円

前年同期比
＋35億円

アサヒスーパーレポート2013年秋号 17



21.5%増

営業損益

オセアニア事業では、主力ブランドの育成や成長分野に
おける事業展開に加え、事業会社間のコストシナジーの
創出など、酒類・飲料を合わせた総合飲料事業としての
成長に取り組みました。

東南アジア事業では、マレーシアのペルマニス社におけ
る主力ブランド強化による売上の増加に加え、インドネシ
アにおける飲料事業の事業基盤構築により、事業ネット
ワークの拡大を図りました。

6.1%増売上高

営業損益

前年同期比 
＋7億円

前年同期比
＋4億円

売上高 前年同期比 
＋160億円

前年同期比 
－4億円

150

100

50

0

-50

6

4

2

0

-2

（億円） （億円）

（年度）20132012

売上高 営業損益

138138

△0△0

4

130130

売上高／営業損益

売上高／営業損益

国際事業　主な事業会社：シュウェップス・オーストラリア社、ペルマ二ス社、北京ビール社

その他の事業

1,500

1,000

500

0

-500

-1,000

90

60

30

0

-30

-60

（億円） （億円）

（年度）20132012

売上高 営業損益

908908

△37△37 △42

747747
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貸借対照表 （2011年度・2012年度：12月31日現在、2013年度：6月30日現在）

資産の部 負債・純資産の部

（億円）
20,000

15,000

10,000

5,000

0

201320122011 （年度）

流動資産

3,204

2,991

5,833

5,291

3,022

2,342

5,362

4,571

15,299

投資
その他の
資産

無形
固定資産

17,321

3,464

2,981

5,760

5,275

17,482

有形
固定資産

POINT
1

（億円）
20,000

15,000

10,000

5,000

0

201320122011 （年度）

20
-21

流動負債

株主資本

30
352

固定負債

6,885

3,252

6,800

6,438

2,839

6,021

15,299

17,321

POINT
2

POINT
3

少数株主
持分

728

その他の
包括利益
累計額

38

6,678

3,205

6,831

17,482 株主資本
株主還元策として、配当のほか、自己株式の
取得を約300億円実施したため、株主資本は
減少しました。 

その他の包括利益累計額
有価証券評価差額金が株高に伴い増加した
ことや、主要通貨の円安が進んだことで、為
替換算調整勘定が増加しました。

POINT
2

POINT
3

資産合計
為替円安により、海外子会社の資産が円貨
ベースで増加したことや、株高に伴う時価評
価で投資有価証券が増加しました。

POINT
1
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キャッシュ・フロー計算書（2013年1月1日～6月30日）

（億円）

財務活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

1,000

800

600

400

200

0

519
（＋204）

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

11
（＋12）

410
（+32）

343 
（＋181）

現金及び
現金同等物の
期首残高

POINT
1

POINT
2

POINT
3

営業活動による
キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物の
期末残高

△218
（＋25）

△244
（△391）

損益計算書 （2013年1月1日～6月30日）
（億円）

四半期純利益四半期純利益

法人税等法人税等

税金等調整前
四半期純利益
税金等調整前
四半期純利益

営業外収益営業外収益

販売費及び
一般管理費
販売費及び
一般管理費

売上
総利益
売上
総利益 154

（△102）
154

（△102）
少数株主
利益

少数株主
利益
1

（△1）
1

（△1）

157
（＋36）
157

（＋36）

312
（△67）
312

（△67）

特別損失特別損失
40

（△21）
40

（△21）
特別利益特別利益
5

（△77）
5

（△77）
経常利益経常利益
347

（△11）
347

（△11）

営業外
費用
営業外
費用
49

（+6）
49

（+6）

27
（△46 ）
27

（△46 ）

営業利益営業利益
369

（＋41）
369

（＋41）

3,113
（+418）
3,113
（+418）

2,744
（＋377）
2,744

（＋377）

4,693
（+285）
4,693
（+285）

7,807
（+704）

POINT
1

POINT
3

POINT
3

POINT
2

売上原価売上原価売上高売上高

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

※ 括弧内は対前年同期比

※ 括弧内は対前年同期比

営業活動によるキャッシュ・フロー
主に法人税の支払いが減少したことなどによ
り、収入が増加しました。

投資活動によるキャッシュ・フロー
設備投資による支出が増加したものの、前期
に実施したM&Aの反動により、支出が減少
しました。

財務活動によるキャッシュ・フロー
株主還元策で自己株式を300億円取得した
ことにより、支出が増加しました。

売上高
アサヒ飲料（株）の好調に加え、カルピス（株）の
上乗せがある飲料事業や円安効果も加わっ
た国際事業など、全事業で増収となりました。

POINT
1

営業利益 
アサヒ飲料（株）の増収効果に加え、効率化を
推進したことなどにより大幅に増益となったほ
か、酒類事業・食品事業も増益となりました。

POINT
2

特別利益・特別損失 
特別損失は減少しましたが、昨年発生した康
師傅飲品社における持分変動利益の反動に
より、特別利益が悪化しました。

POINT
3

POINT
1

POINT
2

POINT
3
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株主の皆様とのコミュニケーション

参加された皆様の声（抜粋）

株主様工場見学会のご報告第3回

2013年6月6日（木）「カルピス株式会社 岡山工場」
にて第3回株主様工場見学会を開催いたしました。
多数のご応募のなかから、厳正な抽選により当選さ
れた合計69名の株主様及び同伴者様にご参加いた
だき、好評のうちに終了いたしました。

● 社員の方の対応が大変良い。工場が
清潔で、ここで身体と心に良い製品が
つくられると思うと感動した。

● 今回の見学でカルピスは貴重な製品
だと思いました。安全と安心な飲料と
してこれからも発展されることを望み
ます。

● 一日楽しく過ごさせていただきました。カルピス社がグルー
プの一員となり、アサヒグループもより充実したと思います。

株主様工場見学会のご案内

スタッフの対応、食の安全・安心に
対する取組みにたいへんご満足いた
だきました。

開催日：2013年11月28日（木）

カルピス社の歴史、製品の紹介の仕
方が非常にわかりやすかったという
お声をいただきました。

5点満点中

4.85点

アンケートによる
全体評価

第4回

イベント

会社説明

工場見学

記念撮影

アサヒグループの事業内容についてご理解をより深めていただくために、株主様工場見学会を開催いたします。

多くの皆様からのご応募をお待ちしております。

■ 応募要領

■ 工場見学会の概要

見学場所 アサヒ飲料株式会社 富士山工場 （静岡県富士宮市）

参加費 無料  ※ 集合・解散場所までの交通費は、各自でご負担願います。

■ お問い合わせ先

郵便はがき

宛名面 裏面

●ご希望の時間帯の番号
　（①・②・③・④のいずれか一つ）
●ご保有の当社株式数
●郵便番号
●住所
●電話番号
●氏名
　（ふりがなもご記入願います）
●性別
●年齢
●ご同伴者様の郵便番号、
　住所、電話番号、
　氏名（ふりがな）、性別、年齢

1 3 0 8 6 0 2  50円
切手

東
京
都
墨
田
区
吾
妻
橋

　
　

１
丁
目

　

番
1
号

　

総
務
法
務
部
門

　
　
　

工
場
見
学
会
係 

行

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）

23

アサヒグループホールディングス株式会社 総務法務部門 株主様係
TEL  03-5608-5113　9:00～ 17:30（土、日、祝日を除く）　　E-mail  kabushiki@asahigroup-holdings.com

応募方法 郵便はがきに右記の必要事項をご記入のうえ、ご応募
ください。

● いずれもご同伴者様は1名様まで可です。
● ご応募多数の場合は抽選となります。厳正な抽選のうえ、当選発表及び見学内容の詳
細は当選者へのご発送（10月中旬発送予定）をもって代えさせていただきます。

● 複数枚でのご応募はご遠慮願います。また、時間帯によって対象者が異なっておりま
すので、ご注意願います。

● アルコールの試飲はございませんので、予めご了承願います。 
● アンケートにご記入いただく個人情報は、個人を特定しない統計的情報として利用させ
ていただきます。

● 荒天等、諸般の事情により内容が変更または中止となる場合がございます。その場合
はご当選された株主様にご連絡させていただきます。

応募締切：2013年9月27日（金） ※ 当日消印有効

希望
番号 集合時刻 解散時刻 集合・解散場所 対象者 募集人数

（ご同伴者様を含む）

① 8：20 14：20頃 JR東海道新幹線
「新富士駅」 当社株式1,000株以上

ご保有の株主様
（2013年6月末現在）

40名様
② 9：00 13：30頃 JR身延線「富士宮駅」

③ 12：30 17：20頃 JR東海道新幹線
「新富士駅」

当社株式100株以上
1,000株未満ご保有の
株主様
（2013年６月末現在）

40名様
④ 13：10 16：30頃 JR身延線「富士宮駅」
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「アサヒスーパーレポート2013年春号」で実施したアンケートには、12,000名を超える株主の皆様からご回答をいただきました。
皆様のご協力に感謝を申しあげますとともに、いただいた貴重なご意見を今後のIR活動やレポートの企画などに反映してまいり
ます。

トップメッセージ

アサヒニュースクリップ

潜入！ 工場見学

会社概要

FINANCIAL HIGHTLIGHT／
株主の皆様とのコミュニケーション

今後もより多くの株主の皆様にご覧いただけるよう、わかりやすく読
みやすいレポートを目指していきます。今号から、社会課題の解決へ
の取組みを、CSRコーナーで紹介します。

「アサヒスーパーレポート」を
ご覧になりましたか?

すべて読んだ

だいたい読んだ

少し読んだ

ほとんど読まなかった

中長期の経営方針を説明したトップメッセージが1位、新商品や事業
施策を掲載したニュースクリップがほぼ同票となりました。今後も、グ
ループの最新情報をわかりやすくお伝えしていきます。

どの記事に関心を持ちましたか？
（3つまで複数回答あり、上位5位まで）

新商品情報に続き、当期業績の見通しや中長期経営計画が上位を占
めました。グループの拡大に伴い、今号では新商品情報のページを
充実させました。

新商品情報

当期業績の見通し

中長期経営計画

社長メッセージ

財務情報

「アサヒスーパーレポート」から得たい情報は
何ですか? （3つまで複数回答あり、上位5位まで）

優待を楽しみにされている株主の方が多く、「魅力ある株主優待」が
1位となりました。また、「高い将来性」が順位を上げました。今後も、
皆様のご期待にお応えできるよう安定的な成長を目指していきます。

当社株式を保有している理由は何ですか？
 （3つまで複数回答あり、上位5位まで）

魅力ある株主優待

当社商品のファン

高い将来性

配当金

株価上昇の期待

64.3%

23.8%

34.0%

34.6%

38.9%

54.8%

14.7% 41.3%

16.5%

22.1%

31.2%

41.2%

3.3%

23.6%

53.3%

23.7%

27.9%

33.8%

40.9%

アンケート集計結果のご報告

株主の皆様とのコミュニケーション

株主優待

「アサヒグループ環境基金『水の惑星』
へのご参加」と「東日本大震災支援活
動への寄附」に多くの株主様からご
賛同をいただきました。

ご寄附の総額：約343万円
　アサヒグループでは、ご希望の株主様に、優待品に代え
てその相当金額をアサヒグループ環境基金「水の惑星」へ
寄附していただくことができます。本年は440名、寄附総
額は約83万円となり、「水の惑星」を通じて、公益社団法人
国土緑化推進機構の「緑の募金」へ寄附いたしました。
　また、2011年から株主優待の選択肢に「東日本大震災
支援活動への寄附」を追加し、本年は計1,730名もの株主
様にご賛同いただきました。寄附総額の約260万円は、
特定非営利活動法人「日本NPOセンター」が運営する「東
日本大震災現地NPO応援基金」を通じて、被災者の救援
や生活再建のために活動している現地NPOなどの活動資
金として役立てられます。
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会社概要 株式の状況 

役員 

商 号 アサヒグループホールディングス株式会社
（Asahi Group Holdings, Ltd.）

本店所在地 〒130-8602　東京都墨田区吾妻橋一丁目23番1号

設 立 1949年（昭和24年）9月1日

資 本 金 1,825億3,119万4,085円

従 業 員 数 17,939名（連結）

会計監査人 有限責任 あずさ監査法人
（東京都新宿区津久戸町1番2号）

発行済株式の総数 483,585,862株
当中間期末株主数 112,081名（前年同期末比4,647名減）
大株主（上位10名）
株主名 持株数（千株） 持株比率（%）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 22,979 5.1
旭化成株式会社　 18,785 4.1
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 18,115 4.0
第一生命保険株式会社　 16,920 3.7
富国生命保険相互会社　 16,000 3.5
株式会社三井住友銀行 9,028 2.0
SSBT OD05 OMNIBUS ACCOUNT - TREATY CLIENTS 8,816 1.9
JP MORGAN CHASE BANK 380055 8,520 1.9
三井住友信託銀行株式会社　 8,126 1.8
MELLON BANK ABN AMRO GLOBAL CUSTODY N.V. 6,426 1.4
合計 133,717 29.5

※ 当社は、自己株式30,520千株を保有しておりますが、上記大株主からは除いております。
※ 持株比率は発行済株式の総数から自己株式数を控除して計算しております。

持株数（千株）持株比率（%）
■金融機関 168,226 34.8
■外国法人等 137,823 28.5
■その他の法人 80,113 16.6
■個人・その他 55,447 11.4
■自己名義株式 30,520 6.3
■証券会社 11,453 2.4
■政府・地方公共団体 1 0.0

持株数（千株）持株比率（%）
■500万株以上 186,575 38.6
■100万株以上 160,816 33.3
■10万株以上 71,436 14.8
■1万株以上 17,192 3.5
■1千株以上 34,537 7.1
■1百株以上 12,589 2.6
■1百株未満 436 0.1

所有株式数別株式分布

代表取締役会長 荻田　　伍

代表取締役社長 泉谷　直木

専務取締役　兼　専務執行役員 川面　克行

取締役　兼　執行役員 古田土俊男 池田　史郎 髙橋　勝俊

奥田　好秀

取締役 小路　明善

社外取締役 坂東眞理子 田中　直毅 伊藤　一郎

常勤監査役 殿塚　宜弘 掛貝　幸男

社外監査役　 櫻井　孝頴 中村　直人 石崎　忠司

《ご参考》
その他の執行役員

執行役員 丸田　公成 杉浦　康誉 大竹　康之

所有者別株式分布
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　第90期中間配当金は、2013年8月1日開催の取締役会の決議により1株当た
り21円50銭に決定されました。同封の「配当金領収証」により、お近くのゆうちょ
銀行全国本支店及び出張所並びに郵便局（銀行代理業者）にて、払渡しの期間内
（2013年8月30日（金）から2013年9月27日（金）まで）にお受け取り願います。
　また、銀行預金口座等振込ご指定の方は、ご指定口座への入金をご確認くだ
さいますようお願い申しあげます。株式数比例配分方式を選択されている場合
は、お取引の口座管理機関（証券会社）にお問い合わせください。
　なお、同封いたしております「配当金計算書」は、配当金をお受け取りになった
後の配当金額のご確認や、確定申告を行う際の添付書類としてご利用いただけ
ます。株式数比例配分方式を選択されている場合は、お取引の口座管理機関（証
券会社）にお問い合わせください。

中間配当金のお支払いについて

本誌のいかなる情報も、当社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。また、本誌に記載さ
れた意見や予測などは、本誌作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではな
く、今後、予告なしに変更されることがあります。万が一この情報にもとづいて被ったいかなる損害につい
ても、当社および情報提供者は一切責任を負いませんので、ご承知おきください。

免責事項

お酒 飲酒は20歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。
妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・乳児の発育に悪影響を与えるおそれ
があります。
ほどよく、楽しく、いいお酒。のんだあとはリサイクル。

http://www.asahigroup-holdings.com/

事業年度
定時株主総会
期末配当金支払株主確定日
中間配当金支払株主確定日
単元株式数
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関
株主名簿管理人
事務取扱場所
公告の方法

上場金融商品取引所

株主メモ

● 株式に関するお手続について

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
郵便物の送付先 ： 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電話照会先 ：　  ® 0120-782-031 オペレーター対応（9：00～ 17：00 土・日・祝日を除く）
ホームページ ： http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

〈株式に関するその他のお問い合わせ窓口〉
アサヒグループホールディングス株式会社 総務法務部門 株主様係
TEL: 03-5608-5113　e-mail: kabushiki@asahigroup-holdings.com

1月1日から12月31日まで
3月（基準日12月31日）
12月31日
6月30日
100株
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない理由に
よって電子公告によることができない場合は、日本経済新聞に掲載
する方法により行います。
http://www.asahigroup-holdings.com/ir/e_public/
東京証券取引所

株式に関するお手続は、①証券会社の口座に記録されている場合と、②特別口座に記録されている場合で、
下記のとおり異なりますので、該当の窓口にお問い合わせください。
① 証券会社の口座に記録された株式

お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先
● 単元未満株式の買取・買増請求

口座を開設されている証券会社● 届出住所・姓名などのご変更
● 配当金の受領方法・振込先のご変更
● 郵送物の発送と返戻に関するご照会

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

● 支払期間経過後の配当金に関するご照会
● 株式事務に関する一般的なお問い合わせ

② 特別口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

● 単元未満株式の買取・買増請求
特別口座の
口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

証券代行部

● 特別口座から証券口座への振替請求
● 届出住所・姓名などのご変更
● 配当金の受領方法・振込先のご変更
● 郵送物の発送と返戻に関するご照会

株主名簿管理人● 支払期間経過後の配当金に関するご照会
● 株式事務に関する一般的なお問い合わせ
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